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謹

腰

ソ
ロ
キ
ン
の
文
化
的
費
動
形
式
論
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文
壇
博
士
米
国
庄
太
郎

貨
幣
の
本
質
と
そ
の
債
値
・
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j
i
-
-
-
-
-

商
皐
土
中
山
伊
知
郎

貨
幣
の
本
質
に
つ
い
て
・
・
:
:
:
・
・
:
文
事
博
士
高
田
保
馬

共

同

盟

思

想

の

国

民

的

性
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紐
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目
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究
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と
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業
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:
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・
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・
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経
済
一
苧
士
津
崎
堅
遺

貿

易

理

論
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前

提

・

:

:

喜

一

皐

士

松

井

清

ダ
ン
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ン
グ
の
理
論

:
E
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-
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皐
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岡
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士

近
世
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業
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褒
蓮
・
・
:
:
:
・
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1

経
済
団
事
土
佐
谷
勇
二

日

間

布

川

明
治
初
期
の
圏
内
市
場
-
-
:
:
・
:
:
・
:
経
済
準
士
堀
江
保
蔵

産

業

構

造

り

研

究

と

政

策

・
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済
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雑

報 i

O
宋
皐
隼
度
授
賞
揚
任

衆
国
申
年
度
外
岡
紐
済
書
措
常
者
左
の
如
〈
費
更
内
定
す
。

第
一
串
年
講
師
佐
渡
宜
卒
。
講
師
白
杉
庄
一
郎
一
。
講
師
島

一

恭

彦

。

講

師

松

井

清

。

講

師

飯

間

藤

次

英
経
済
書
ム
第
二
回
申
年
講
師
中
谷
賞
。
講
師
佐
波
宣
平
o
講
師
烏
恭
彦

一

講

附

松

井

清

o

講
師
山
岡
亮
一

r
策
コ
一
揖
中
年
助
教
授
塘
川
虎
一
-
一
。
助
教
授
中
川
奥
之
助
。
講

師
巾
符
究
。
講
師
佐
渡
寅
平
。
講
師
飯
岡
藤
次

講
師
巾
得
賞
。
講
師
山
岡
亮
一

助
教
授
堀
江
保
歳
。
講
師
白
杉
庄
一
郎

助
教
授
大
塚
一
朗
。
助
教
授
柴
同
敬

「
第
一
回
申
年

潤
綿
沸
書
ι

第
二
胡
十
年

f

第
三
畢
年

。
帽
問
調
串
曾
=
月
例
曾

二
月
二
十
四
日
(
木
)
午
後
六
時
四
十
分
よ
り
業
友
曾
館
に
於
て
開
催
さ

れ
、
次
記
の
報
告
が
行
は
れ
、
閉
舎
は
十
時
宇
で
あ
っ
た
。

一
、
ダ

y
ピ

ン

グ

の

理

論

岡

倉

伯

士

民

二

、

一

つ

の

支

那

財

政

論

島

講

師

先
づ
岡
倉
氏
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
純
梓
理
論
は
、
イ
ン
テ
マ
、
ハ

1
パ
ラ

ー
、
ス
ツ
イ
ゲ
一
ア
ィ
、

v
h
d

ロ
ビ
ン
ソ
ン
等
に
於
で
確
立
せ
ら
札
た
こ
と
を

指
摘
し
、
ハ

1
パ
ラ

i
現
諭
に
重
勤
を
泣
き
つ

L
、
彼
に
於
て
未
展
開
な

部
分
或
ひ
は
不
正
確
な
部
分
を
指
摘
し
、
修
正
す
る
こ
と
に
努
め
ら
れ
、

次
の
如
〈
諭
越
せ
ら
れ
た
。

雑

報

第
一
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
鱈
温
的
跡
づ
け
と
し
て
四
ハ

1
パ
ヲ
ー
の
方
法

ぽ
不

E
確
で
あ
る
。
彼
の
方
法
に
従
へ
ぽ
究
極
的

r
yピ
ン
グ
均
衡
へ
白

過
程
に
於
て
も
限
界
貿
上

H
限
界
費
用
と
一
五
ふ
法
則
が
支
配
す
る
。
併
し

過
程
に
於
て
は
寧
ろ
ス
ツ
イ
ゲ
テ
イ
の
云
ふ
限
界
喪
上
均
等
の
法
則
が
支

配
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

第
二
に
ハ

1
バ
一
フ
ー
は
彼
の
所
詞
問
題
提
起

B
在
来
展
開
の
ま

L
時
間
し

て
ゐ
る
。
こ
の
黙
を
最
初
に
展
開
し
た
の
は
ロ
ピ
シ
ソ
ン
で
あ
る
。
勿
論

ハ
1
パ
ヲ
ー
の
一
式
ふ
問
題
提
起
A
と
問
題
提
起
B
と
は
究
極
の
結
果
に
於

て
は
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
た

v
分
析
の
出
資
冊
加
を
異
に
す
る
。

第
三
に
ダ
ン
『
シ
グ
債
格
、
限
界
費
用
、
平
均
費
用
の
聞
係
に
関
す
る

ハ
1
パ
ラ
!
の
設
明
も
亦
不
充
分
で
あ
る
。
こ
の
黙
は
周
知
内
限
界
費
用

と
平
均
費
用
と
の
閥
側
、
個
別
両
要
山
線
、
引
い
て
は
限
界
買
上
山
線
の

性
質
及
び
ダ
ン
ピ
シ

r均
衡
の
燦
件
式

d
v
u
d
J
g
H
M内
.
を
詳
細
に
検
討

す
る
こ
と
に
依
で
よ
り
一
一
府
明
確
に
な
り
、
従
っ
て
ダ
ン
ピ
シ
グ
債
格
下

限
の
問
題
も
亦
同
時
に
解
決
せ
ら
れ
る
。

第
四
に
需
嬰
費
動
と
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
費
動
と
の
聞
係
に
つ
い
て
も
ま

た
ハ

1
パ
ラ
ー
は
論
謹
を
依
い
で
ゐ
る
。
こ
の
問
題
に
闘
す
る
最
初
の
開

拓
者
は
ロ
ビ
ン
ソ
ン
で
あ
る
。

没
後
に
従
来
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
理
論
は
、
完
全
濁
占
と
云
ふ
限
界
的
挙
例

を
前
提
せ
る
も
、
羽
究
内
一
市
場
は
多
ト
れ
少
h

は
か
れ
濁
立
性
を
持
っ
た
市

場
の
網
E
あ
る
か
ら
、
其
際
に
は
不
完
全
市
場
の
前
提
に
依
る
代
世
が
要

求
さ
れ
る
と
諭
ぜ
ら
れ
た
。

次
い
で
烏
講
師
は

同
M
m戸

r。
=
聞
の
一
回
口

な
る
一
支
那
人
の
支
那
財
政
論
を

第
四
十
六
巻

六
四
九

第
四
銃

主五



雑

幸臣

紹
介
批
判
さ
れ
た
。

原
著
者
は
支
那
財
政
即
時
皿
展
を
民
族
資
本
町
授
肢
に
闘
聯
さ
せ
り
誌
、

そ
れ
が
如
何
に
現
代
財
政
の
依
隔
を
克
服
し
て
行
〈
か
と
云
ふ
風
な
見
地

か
ら
取
扱
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
す
「
れ
た
問
題
提
出
の
仕
方
で
は
あ
る
が
、

再
々
は
ま
た
著
者
の
附
る
民
族
主
義
的
偏
向
に
も
注
志
し
な
け
れ
ば
な
る

ま
い
。
例
へ
ば
彼
は
公
債
、
租
税
制
度
に
現
れ
た
半
植
民
地
的
、
牛
封
建

的
性
格
を
摘
き
、
こ
れ
を
改
革
す
る
産
業
斐
本
的
推
匙
力
の
足
M

り
な
い
事

を
専
ら
帝
凶
主
義
的
侵
略
の
せ
い
に
し
て
ゐ
る
が
、
こ
に
原
山
内
と
し
て
書

官
僚
凶
山
謝
料
調
釦
寄
生
的
、
質
排
的
性
質
も
見
藷
し
て
同
右
ら
な
い
o
尤

も
南
京
政
府
の
成
立
と
共
に
様
々
の
財
政
改
革
が
行
は
れ
た
が
、
政
府
を

指
導
す
る
肋
江
財
聞
の
性
質
宇
民
族
費
本
の
設
展
と
封
立
す
る
列
強
の
座

迫
に
依
っ
て
、
そ
の
成
坊
は
困
難
で
あ
る
と
論
述
さ
れ
た
。

出
席
者
。
合
同
町
、
谷
口
、
巾
川
、
堀
江
、
中
谷
、
佐
渡
、
白
杉
、
島
、

松
井
、
山
岡
の
話
先
生
。
菊
田
、
大
谷
、
宵
本
、
出
口
樺
崎
、
脊
盛
、

岡
倉
、
鈴
木
、
佐
谷
、
上
村
、
堀
江
戸
英
)
の
諸
氏
。

O
曾

員

動

静

第
四
十
六
巻

，忠

六
五

O

第
四
貌

ヨ王
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